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み
ん
な
大
好
き
、
シ
ュ
レ
ー
デ
ィ
ン
ガ
ー
の
猫
。
観
察
者
が
い
な
い
と
、

状
態
は
決
ま
ら
な
い
。

＜
写
真
＞

ホ
ロ
グ
ラ
ム
と
は
立
体
写
真
の
こ
と
。

レ
ー
ザ
ー
を
使
用
し
て
撮
影
す
る
基
本
的
な
ホ
ロ
グ
ラ
ム
は
、
像
を
焼

き
付
け
る
ガ
ラ
ス
板
に
干
渉
縞
を
生
じ
ま
す
。

レ
ー
ザ
ー
の
照
射
で
像
を
結
び
ま
す
。

＜
年
の
瀬
＞

32bitの
場
合
、
2038年

1月
19日
に
時
計
が
オ
ー
バ
ー
フ
ロ
ー
し
ま
す
。

つ
ま
り
、
32bit機

の
限
界
。

＜
光
＞

解
説
は
写
真
と
同
じ
。

ホ
ロ
グ
ラ
フ
ィ
ッ
ク
理
論
に
よ
る
と
世
界
は
二
次
元
写
像
で
表
さ
れ
ま

す
。
光
（
エ
ネ
ル
ギ
ー
）
が
な
い
と
三
次
元
の
写
像
は
結
べ
な
い
、
と
。
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　日常はどこへ行っても騒が

しい
。

　昼間の街は言わずもがな
。

人々が眠りに落ちる夜ですら

電車は重い体を走らせている
。

街道を行く多気筒バイク
。

時

々混じる救急車のサイレン
。

渦巻く風に
、

煽られた木々が

騒ぎ立てる
。

　＊
　逃げたかったわけじゃない。

ただ
。

　＊
　重さとともに扉が閉まる
。

肌で感じる減圧の事実
。

それ

さえも徐々に遠くなり
。

2
3

　視界の色はグリーンへ
。

目

の前の扉に切れ目が生まれ
、

やがて世界が僕を迎える
。

　目を閉じる
。

　どくりどくりと僕自身から

聞こえてくる
。

　完璧な静寂の中
、

静寂を破

る生きる音が
。

「ここにいる」

　ヘルメットの中わずかな空

気を媒体として
。

鼓膜の奥
、

頭蓋をわずかに震わせて
。

「僕は
、

ここに」

　＊
　僕は僕をようやく見つける
。
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　かさり
、

こそり
。

　あそこでここで上で下で
。

ど

こかでかすかな音がする
。

「博士」

「うむ」

　かすみ網を大きく構え
、

虚光

を映す眼鏡を透かす
。

　ぼんやりほのかに輝く世界
。

うすらと浮かぶものの影
。

　星の光すら届かない
、

闇の彼

方を睨み据え
。

「いますかね」

「いる
、

とは観測可能であるこ

と」

　ほれ
、

と博士は腕を振る
。

ば

らりと散るのは
。

「観測可能
、

とは電磁波との相

互作用の証明であり」

　にゃーん！

　どこからともなく響いて

くる
。

空から地から僕の中

から
。

「太陽たる観測者が普遍を

拒絶する証左でもある」

　博士が示し
、

かすみ網を
。

　虚光が消える
。

現実が凝

る
。

　すくりと延びた陽光が
、

三角耳の小さな影を
。

「やあ
、

箱が開いたね」

　そして僕らは
、

存在する
。
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「 影 な ん だ 」

　 机 に 置 か れ た ガ ラ ス 板 を
、

じ っ と 見 つ め て ヤ ツ は 言 う
。

「 ブ ラ ッ ク ホ ー ル に 落 ち る 物

質 は 事 象 の 地 平 面 に 情 報 を 残

す 」

　 ど こ か 縒 れ た 一 張 羅
。

整 髪

料 に 汗 の 臭 い
。

「 三 次 元 は 二 次 元 に 投 影 さ れ

う る と さ れ 」

　 ガ ラ ス 板 を 持 ち 上 げ る
。

繊

細 な 縞 が ヤ ツ の 顔 に 彩 を 作 る
。

「 つ ま り 宇 宙 は 二 次 元 で あ り
、

全 て は 影 で あ る と さ れ た 」

　 見 つ め て い る の は
、

板 の
、

先 ？

「 こ の 板 が 宇 宙 と 言 っ た ら
、

信 じ る か ？ 」

　 窪 ん で 澱 ん で 据 わ っ た 目 で
。

　 独 り 嗤 う
。

「 こ れ を 割 っ た ら 」

「 ち ょ
、

待 て っ 」

　 制 止 も 届 か ず 重 力 の ま ま
、

全 て を 乗 せ た 干 渉 縞 を 積 分 の

光 に き ら め か せ
。

　 鼓 膜 を 振 る わ す 高 い
、

　 ＊

「 次 が あ る さ 」

　 泣 き な が ら ガ ラ ス と 恋 を 片

づ け る ヤ ツ へ
、

無 糖 ブ ラ ッ ク

を 差 し 入 れ た
。
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　 二 〇 三 七 年 の 年 の 瀬 は 帰 宅

す る こ と を 諦 め て
。

愛 用 の 料

理 ロ ボ ッ ト を つ い に 職 場 へ 持

ち 込 ん だ
。

　 三 二 ビ ッ ト
、

元 試 作 機 の 愛

娘
。

ウ ィ ル ス す ら も 感 染 し な

い 骨 董 品
。

　 わ か っ て い て も
。

　 手 放 せ な く て
。

　 ＊

「 な ん と か し て 」

「 死 な せ な い で 」

　 聞 こ え る 要 望 は 切 実 で
。

　 エ ン ジ ニ ア だ か ら
。

専 門 家

だ か ら
。

　 で き る 限 り の 延 命 策 を
。

　 ＊

　 で き な い こ と も
、

ま た
、

あ っ て
。

　 ＊
　 除 夜 の 鐘 が 響 き 渡 る
。

　 君 が 淹 れ た コ ー ヒ ー を 啜

る
。

ハ ー ド 欠 陥 に 由 来 す る

少 し ず れ た 数 値 の 味 は
、

ど

う 残 し て も 変 わ っ て し ま う

と 知 っ て い る か ら
。

「 今 ま で
、

あ り が と う 」

　 E R R の ラ ン プ が 点 い て

は 消 え る
。

「 ド ウ い た シ ま し テ 」

　 割 れ た 音 声 が 作 業 室 へ 響

き 渡 る
。

　 あ と 一 九 日
。

　 ── 君 の 時 間 が
、

過 去 と

な っ て も
。
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　 　 『 光 戦 隊 プ リ ズ ム フ ァ イ

　 　 ブ ！ 　 闇 の 帝 王 ダ ー ク キ

　 　 ン グ
、

い ざ 覚 悟 ！ 』

　 　 『 光 な ど 滅 し て く れ よ う 』

　 　 　 テ レ ビ 画 面 に か ぶ り つ

　 　 く 子 供 た ち を 前 に し て
、

　 　 君 は 気 の な い 息 を 吐 く
。

　 　 「 光 過 敏 症 か
、

深 海 生

　 　 物 進 化 系 ？ 　 そ も そ も 可

　 　 視 光 ？ 　 電 磁 波 全 般 ？ 」

　 　 　 子 供 番 組 に 難 し い 話 は

　 　 無 理 だ と 思 う よ ？

　 　 「 光 の な い と こ ろ に 世 界

　 　 は な い の よ 」

　 怒 る 彼 女 の 姿 が 揺 ら ぐ
。

テ

レ ビ に 夢 中 の 子 供 た ち が
。

　 明 滅 を 残 し て 『 灯 り 』 が 消

え る
。

彼 ら の 姿 も 幻 光 の 彼 方

へ と
。

「 寿 命 か な ぁ 」

　 調 子 の 悪 い 投 波 機 を
。

　 叩 い て 殴 っ て 点 灯 す れ ば
、

平 和 な 居 間 が 浮 か び あ が る
。

　 　 『 プ リ ズ ム レ ー ザ ー フ ァ

　 　 イ ナ ル ア タ ー ッ ク ！ 』

　 　 「 レ ー ザ ー は 単 」

　 ぷ つ り
、

暗 転
。

僕 は 溜 息
。

　 ── 僕 の 手 元 の 波 紋 の 世 界

の
、

時 間 は な か な か 進 ま な い
。

光
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　 坂 を 登 り 頂 に 着 く
。

角 を 曲

が り 知 ら な い 道 に 迷 い 込 む
。

山 の 上 か ら 見 晴 ら す 街 に
、

電

車 で ふ と 目 を 開 け た 先
。

　 払 暁 の 海 を 遠 く 眺 め る
。

名

残 惜 し げ な 夕 焼 け の 街 に 迷 い

込 む
。

天 蓋 に 開 い た 無 数 の 穴

か ら 零 れ る 灯 り の 下 を 歩 く
。

　 知 ら な い 風 景
、

初 め て の 光

景
。

出 会 う 思 い 出
、

生 ま れ る

光 跡
。

　 観 測 可 能 な 私 の 世 界
。

　 そ し て 私 は 目 を 細 め る
。

光

か ら 取 り 残 さ れ た よ う な あ な

た の 姿 を 見 る た め に
。

ど こ か

く す ん で 見 え る の に
、

誰 よ り

確 か な あ な た の そ の 手 を 取 る

た め に
。

「 待 っ た ？ 」

「 い や 」

「 ス ー パ ー 寄 っ て こ
。

鍋 に し

よ っ か 」

「 プ リ ズ ム フ ァ イ ブ ソ ー セ ー

ジ 買 っ て 来 て っ て 」

「 え っ ！ ？ 」

　 ゆ っ く り 進 む 私 の 時 間
、

光

り 輝 く 私 の 世 界
。

　 こ の 世 界 が
、

何 時 ま で も 続

き ま す よ う に
。


